
   

 

「わからない」と言える勇気も！ 

 

小樽市立長橋中学校長 伊 藤 仁 弥 

本市においても、インフルエンザが猛威を振るうなど、警戒が必要な状態が続いております。本日の終業式も、

放送により執り行うなど今後の感染拡大防止に向けて、配慮させていただいたところです。とりわけ、2 学期を振

り返ってみますと、文化祭、１・２年生が中心となった部活動、３年生の受験校の決定など、日々の生徒の頑張り

はもとより、保護者の皆様のご協力、教師の奮闘、これらにより、本校の教育活動を充実させることができました。

改めて感謝申し上げます。 

12月３日（火）・４日（水）、高校生のインターンシップが本校で行われました。本校を卒業して間もない高校

生４名が来校し、教師の１日の業務内容を体感しました。どの高校生も、ついこの前卒業したばかりであるにもか

かわらず、「学校」を見る視点に成長の跡がうかがえました。最終日を終えた、高校生の「振り返り」を見させて

いただきました。どの文面も２日間とは思えないほど克明に教師や生徒の様子を記述しているのに驚きました。そ

の中でも、特に目を引いた記述がありました。 

「授業補助をして分かったことは、困っているように見える人ほど、人に聞かずに自分一人で頑張ろうとするこ

とです。なかなか人に聞けない気持ちはすごくわかるので、声をかけてあげるのも必要であると思いました。」 

難しい課題に対し、真っ向から向き合うことは素晴らしい姿勢ですが、その先に進めない場合は、他人の答えを

元に考えることが、近道であることもあるでしょう。 

とあるビジネス書における記述です。 

「仕事を効率的に進めるということは、わからないことをわからないと言う勇気である。」 

私たち大人も考えさせされるフレーズです。すべてに当てはまるとは限りませんが、やり通す「根気」と、どこ

かで見切りをつける「柔軟さ」。これらは、ある意味「勇気」かも知れません。 

3 年生の皆さん、悔いを残すことなく目標に向かって邁進してください。「わからない」の言い惜しみはないよ

うに・・・。 

冬季休業は、短い期間となります。限られた時間ではございますが、各御家庭において、お子様の2学期の学校

での様子を振り返っていただけたらと思います。                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第10号 令和６年 １２月２４日 

文責 教頭  小 山 正 幸 

1、2年生授業参観・保護者会開催 
 

１２月２０日(金)、5校時目には、授業参観が行われました。

多くの保護者の方々に、お子様の授業の様子を参観していただ

きました。それに応えるように生徒達もいつも以上に張り切っ

て授業に参加していました。授業後には、各学年ごと保護会が

行なわれました。主な内容としては、2学期の生徒の様子と冬

休み中の生活や学習面の振り返り、家庭学習に関する内容につ

いての説明がありました。また、次年度の旅行行事に関する現

段階での大まかな計画や旅行代金などについて説明がありまし

た。ご参加いた 

だきました保護者 

の皆様、お忙しい 

中本当にありがと 

うございました。 

 

 

 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ用QR 

感染症にご注意ください！ 

小樽市内でもインフルエンザの流行により、学級閉鎖
となる学校が増えている状況です。予防に向け、体調の
管理はもとより、マスクを着用するなど、各家庭での対
策をお願いします。また、体調がすぐれない場合や風邪
症状がある場合は、無理な登校をせず、状況に応じて医
療機関を受診していただきますようお願いいたします。 

なお、欠席の連絡については、テトルまたは、電話で
必ずお知らせいただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 
 



 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月２１日（木）PTA事務局を中心に今年度２度目となる
振興会費の集計作業を行いました。保護者の皆様の協力のおか
げで、合計２０万円以上の振興会費が集まりました。今後の部
活動において、各種大会出場の際に、旅費の補助として大切に
活用させていただきます。ありがとうございました。今後も本
校PTA活動へのご理解・・ご協力をよろしくお願いいたします。 
 2月４日（火）第５回三役事務局会議、2月２０日（木）に
第3回評議員会を予定しています。会場は、図書室です。こち
らもよろしくお願いします。 

 

１２月1１日（水）5校時、3年1組で、道徳の研究授業を行い

ました。授業の内容は、大罪を犯した人物が、改心し、人々のために

偉業を成し遂げる様子から、人物そのものや、その行動に対する生徒

の様々な考えを引き出すものでした。生徒の心の動きや考え方の変

化が端末を介して共有される場面や、他の生徒の考えを参考にしな

がら、自分の意見について振り返る場面なども見られました。生徒は

もとより、参加した先生方にとっても、提案型の授業として、大切な

学びの時間となりました。 

 

 

 

 

 

公開研究授業 

去る1２月３日・（火）本校生徒会役員が中心となって、長橋小、幸小、塩谷小の児童会とともにいじめの未然防止
に向け、何ができるかについて協議しました。いじめの未然防止の具体的な取組内容について、各小学校児童会代表
が立派に発表をしていました。本校生徒会役員が、各小学校からの報告内容について記録し、長橋中学校区としての
いじめ防止の活動について次のように方向性をまとめました。「友達の良いところを見つけ（再発見）、掲示をして
交流する」や「いじりなのかいじめなのかを確かめるアンケートをとる」「異学年交流を行って声を掛けやすい関係
をつくる」の3点の中から各校の実態や実情に合わせて推進していく予定です。 

 

 

 

 

１２月３日（火）、４日（水）の2日間、教員を目指す小樽潮陵

高校の1年生３名、2年生1名がインターンシップのために来校し

ました。朝の会から部活動までの時間、1・２年生の授業を中心に授

業見学や部活動見学、職員との面談を通して、教員の業務内容につい

て理解を深めていました。将来、立派な教員になってくれることを期

待しています。 

 

 

 

 

高校生のインターンシップ終了！ 

 

 

 
  

 


